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青少年意見発表会 
１月１８日（日）、県勤労福祉会館において、令和７年度第２５回青少年意見発表会（主催：中央公民館

区青少年育成協議会連絡会）が開催されました。この大会の趣旨は以下の通りです。 

中央公民館区内の小学校１０校、中学校７校の代表が、日頃の学校や家庭での生活で感じたこと、将来

の夢、今の社会について思うことなどについて発表しました。本校からは、６年生の代表児童が、「学び多

き桜っ子くんち」と題して、次のような発表をしました。 

 少子高齢化、核家族化、情報化など激動する社会環境の中、２１世紀を担う子どもたちの「生きる

力」を育み、心豊かな育成を図るためには、家庭・学校・地域それぞれが役割を分担しながら、相互

に連携・融合し、地域全体が一体となった健全育成活動に取り組まねばなりません。 

 そこで、中央公民館区内の青少年育成協議会が互いに連携し、館区内の児童生徒が日ごろ考えてい

ることを発表する機会を設けることにより児童生徒同士の交流を図るとともに、地域や社会の一員と

しての自覚を促します。 

 また、家庭を含め、地域の大人が児童生徒の声に直接耳を傾けることにより、青少年に対する理解

と関心を深め、地域ぐるみでの健全育成の意識高揚を図ります。 

 

僕の通う桜町小学校には、平成１４年から２３年間続けられてきた「桜っ子くんち」という伝統行

事がある。最高学年の６年生は、毎年樺島町の方々に指導を受けて太皷山を披露する。 

太皷山の稽古は担ぎながら声を出し、体育館を歩くことから始まった。担いだばかりの時は、話に

聞いていたほど重くはなく、「これなら大丈夫だ。」と思った。しかし、歩き出すとすぐに肩が痛くな

り、だんだん腰や膝が下がり、「もう無理だ。」と心が折れそうになった。前後の人との距離感が広く

なったり狭くなったりして、つま先やかかとがぶつかり合い、歩くことに気がとられ、声が小さくな

ってしまうことも何度もあった。担いで歩くだけでもきついのに、「これから走ったり回ったり上げ

たりすることはできるのだろうか。本番までに完成できるのだろうか。」ととても不安になった。指

導者の方からは、「腰を落とすな。」「かっこ悪かぞ。」と、時に厳しい言葉で指導された。しかし、稽

古を重ねるうちに、指導者の方がするどい目つきで厳しい指導をされるのは、くんちは本来、神様に

奉納するためのものだから本番は何が何でも成功させなければいけないということと、僕たちが誰一

人怪我をしないためだと気づき、今年の桜っ子くんちのスローガンである「心をひとつに完全燃焼」

を改めて胸に刻み、稽古に励んだ。 

 太皷山の担ぎ手担当の僕はみんなと動きや棒の高さをそろえるために、足腰に力を入れ、姿勢を真

っすぐに保ち、首の付け根で棒を持つことをさらに意識するようになった。かけ声も高さやキレな

ど、迫力が増すようにお腹から声を出した。稽古の後は、友人と注意する点や反省点を話し合い、み

んなで緊張感をもって本番を迎えた。本番は一度きりでやり直しの効かない「最後の桜っ子くんち

だ。」という気持ちで集中して挑んだ。 

本番の演技の後は、家族や先生方が、「感動した。今までで一番良かった。」と声をかけてくれ 

た。僕はこの桜っ子くんちで、「きつい。つらい。」と思うときこそ、さらに集中して全力で取り組

むことが達成感につながることを学んだ。 

 僕が桜町小学校に入学した２０２０年から２０２２年までコロナの影響で長崎くんちが３年間中

止された中でも、桜っ子くんちは指導者の方々と先生方が密にならないように工夫して開催して 

下さった。おかげで僕達は、１年生の本踊り、２年生の唐人船、３年生の川船、４年生の御神輿、

５年生の龍踊り、そして今年の太皷山と全てを学ぶことができた。 

 僕は将来、４００年の歴史をもつ諏訪神社の大祭である長崎くんちに出演し、桜っ子くんちで学

んだことを生かして、次の世代や世界の人々に長崎くんちの素晴らしさを伝えたい。 



厳しい稽古を乗り越え、みんなで達成感を味わった「桜っ子くんち」。６年生

は中学校に進級する前の大切なこの時期に、貴重なことを学ぶことができたよ

うに思います。ぜひ学んだことをこれからの生活に生かして何事にも大いにチ

ャレンジし、更なる成長につなげてほしいと願っています。 

 

 

 

「ランランチャレンジ大会」を元気に迎えるために 
～インフルエンザ B型の流行と感染予防について～ 

 

昨年 11 月下旬の「桜っ子くんち」の開催時には、インフルエンザ A 型の流行により、多くのご家庭で

看病や感染予防にご苦労されたことと存じます。その節は、学校の対応にご協力いただき誠にありがとう

ございました。 

あれから 2ヶ月が経ち、現在、校内では「インフルエンザ B型」の罹患（りかん）が出始めています。

子供たちは今、寒風の中、「ランランチャレンジ大会（持久走大会）」に向けて、朝のランニングや体育の

授業で一生懸命に練習を重ねています。「自分の記録を伸ばしたい」「最後まで走り切りたい」という子供

たちの目標を叶えるためにも、本番を万全の体調で迎えさせてあげたいと強く願っております。 

つきましては、改めてご家庭での健康管理と感染予防の徹底をお願い申し上げます。 

 

1. 今回の流行（B型）の特徴と注意点 

今回の主流となっている B型は、A型に比べて高熱が出にくいケースがある一方で、お腹の不調（腹痛・

下痢）を伴ったり、熱が下がっても体力が戻るのに時間がかかったりすることがあります。「熱は微熱だけ

ど、なんとなく元気がない」「お腹の調子が悪い」 といった場合も、無理をさせず早めの休養を心がけて

ください。 

 

2. ランランチャレンジ大会に向けた体調管理 

持久走は体に負荷がかかる運動です。感染予防に加え、走るための体づくりも大切です。十分な睡眠時

間の確保、疲労を翌日に持ち越さないことが、免疫力を高めます。また、バランスの良い食事、体を温め

る食事を心がけ、エネルギーを蓄えさせてください。 

 

3. 登校前の健康観察のお願い 

毎朝の検温に加え、顔色や食欲の有無など、お子様の様子を丁寧に見てあげてください。少しでも体調

に不安がある場合は、無理をして登校（練習）せず、休養させてください。 

 

感染拡大の兆候が見られる場合は、学級閉鎖等の措置を早急に検討することもあります。その際は、テ

トル等でお知らせします。ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 


